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日
本
音
楽
集
団
第
十
二
次
海
外
公
演
日
誌

（
一九
八
四
年
九
星

ギ
一一百
～
十
星

千
こ

福

田

創
立
　
■
日
午
を
迎

え
た
今
年
　
私
辻
日
本
音
楽
集
日
は
独
自
の
■
栞
文
化
使
節
と

し
て
第
十
三
回
日
の
海
外
公
置
を
成
功
裡
に
終
え
全
員
無
事
帰
国
致
し
ま
し
た
．

今
回
訪
問
し
た
国
々
は
ッ
エ

（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
　
モ
ス
ク
ワ
）
東
ド
イ
ツ

フ^
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
　
ア
ム
　
オ
ー
ダ
ー
　
ラ
イ
ブ
チ
ヒ
　
東
ベ
ル
ツ
ン
）
フ
ラ
ン
ス
ス
リ
）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

＾
ヘ
ル
シ
ン
キ
）
の
四
ヶ
口
●
す
。
今
回
は
■
木
稔
作
山

「急
の
出
」

を
ク
ル
ト
　
マ
ズ
ア
指
ｔ
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
タ
ス
ト
ラ
と
の
ラ
イ
ブ
チ
ヒ
　
東

フ
ィ
ル
＾
―
モ
ニ
ー
オ
ー
ク
ス
ト
ラ
と
の
初
置
の
他
　
待
望
で
あ

っ
た
初
の
フ
ラ
ン
ス

パ
リ
公
演

（Ｈ
Ｆ
自
動
中
提
供
）

そ
し
て
や
は
，
初
の
ツ
迪
公
●
と
い
う
特
徴
あ
る

公
演
旅
行
を
行

い
ま
し
た
．
各
々
の
地
で
■
楽
を
通
ビ
思
想
―
主
義
を
し
越
え
た

．
■

来
の
輪
　
人
類
の
和
・
を
築
き
あ
げ
　
そ
し
て
共
に
歌

い
あ
●
た
と
い
う
意
義
と
感
動

と
を
全
員
が
新
た
に
心
に
銘
記
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
．
こ
の
た
ヽ

＋
月
は
人
々
に
と

っ
て
正
に
芸
術
の
シ
ー
ズ

ン
で
あ
，
生
活
の
ん
の
■
人
を
Ｌ
期
．
そ

れ
に
も
拘
ら
す
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
■
き
よ
期
を
，
わ
た
と
す
る
　
所
認
中
Ｌ
．
古

来
面
は
勿
論
の
こ
と
露
台
　
荷
物
管
理
　
Ｈ
常
生
活
面
年
に
チ
ー
ム
を
組
み
活
躍
し
ま

し
た
．
何
ナ
も
無
く
係
を
ｒ

た
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
　
ｔ
方
の
■

人
が
し

ぅ
か
，

し
て
い
た
こ
と
は
，
論
　
こ
う
し
た
な

い
力
も
ち

っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
．

―^■―
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Ｏ
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ｔ
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細
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一
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打
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円
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拓
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兼^
打
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音
楽
監
■
　
プ
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デ

ュ
ー
サ

二
木
稔

ベ
ル
リ
ン
で
の
Ｆ
演
　
そ
し
て
同
山
の
ベ
ル
テ
ィ
　
ベ
ッ
カ
ネ
ン
指
獅
ベ
ル
ン
ン
キ

プ

ロ
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四
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巨
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企
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新
人
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代
獅
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本
稔
　
藤
合
成
敏
　
Ｌ
地
Ｌ

，ｉｌ
　
野
坂
恵
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編
山
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西
川
　
福
田
　
畦
地
　
大
日
　
山
村
　
木
村
　
内
藤
　
滝
四
　
島
崎
　
黒
板

細
谷
　
田
村

“
の
的
琵
琶
”
き
語
０
　
十
１１１
淳
子

フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ア

（長
沢
勝
●
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全
員
　
　
指
Ｉ
　
田
，
Ｉ
％

休
　
け
　
い

（
二
木
稔
）
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橋
ュ
凰

本
稔
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二
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］
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ｉ
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●
／
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↓

東
ベ
ル
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〈
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ラ
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演
奏
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記
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ｉ
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，シ
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内
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説
明
‘
＝
．
●
し
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木
作
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．
鬼
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仏
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〓
●
沢
作
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●
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コ
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桁
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福
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一
一
一　
―
叶
成
剛
ｔ

＾
フ
ィ
ン
ラ
ン
，
１１ｔ
空
ヽ
一

一四
　
十

一時

ヘ
ル
シ
ン
キ
発

レ
ニ
ン
′
ラ
ー
ド

ヘ

（汽
中
）

一上
　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
公
演
　
エ
ス
ト
ラ
グ
劇
場
　
Ａ
プ

ロ

，
ト
ー‐――
口
々
八
時
世
ご
　
ど
ｔ
■
ボ
，
の
――‐―
の
中
道
訳
●
ユ
ラ
さ
ん
と
ィ

リ
ー
ナ
さ
ん
が
我
々
を
迎
え
る
　
一
満́
初
日
　
旅
の
，
れ
も
み
せ
十
十
一●

張
ん
　
Ｈ
■
領
半
年
十
■
お
し
す
び
の
た

入
れ
　
そ
し
て
ホ
ー
ル
の
お
ば

さ
ん
か
―‐，
大
き
な
西
瓜
の
７
レ
ゼ
ン
ト
　
●
＾
後
ホ
ー

ル
館
長
よ
―，

「十

ば

，，
し
，
■
た
」
と
感
謝
の
〓
一■
．

Ｉ
＾
　
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
公
演
第
二
夜
　
同
劇
場
に
て
　
Ｂ
プ

ロ

ホ
ー
ル
■
　
え
す
る
こ
芝
Ｌ
小
昼
風
だ
が
　
れ

っ
き
と
し
た
占
■
ホ
ー

ル
．

コ
ン
ク
ー
ル
■
も
催
さ
“
る
と

い
う
．　
八
千
代
前
子
　
巨
人
■
の
照
明
企

せ
１，
Ｉ
訓
に
　
初
演
の
Ｂ
ア
ロ
‘
大
成
功
を
収
い
る
．
ア
ン
コ
ー
ル
に
江

●
１
■
唄
　
人
本
節
そ
こ
に
ト
ロ
イ
カ
．
会
場
も
な
さ
＾
抽
子
が
鳴
―
■

よ
十

,し

夜
行

列
■

に
て

モ

ス
ク
ワ

ヽ

モ
ス
ク
ワ
公
演
　
エ
ス
ト
ラ
グ
劇
場
　
Ｂ
プ

ロ

ホ
ー
ル
は
ど
う
い
う
わ
け
か
し
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
同
名
．
ク
レ
ム
リ
ン
を

）
め
る
■
に
，
ぜ
し
ホ
テ
ル
に
も
近

い
、
十
円
形
の
ホ
ー
ル
で
キ
■
パ
は

一
ｌｉ

・―
．
テ
レ
ビ
局
が
録
画
　
モ
ス
ク
ヮ
の
■
衆
は
大
声
で
は
な

い
が

ヽ
日
々
に
ブ
ラ
ボ
ー
を
い
い
な
が
，
，
■
■
を
す
る
の
が
う
れ
し
い
．

モ
ス
ク
ヮ
公
演
第
二
夜
　
同
劇
場
に
て
　
Ａ
プ

ロ

午
後
■
叶
過
ざ
ま
ｔ
Ｆ
ｉ
楽
バ
ン
ド

コ
ン
サ
ー
ト
の
４
会
場
使
用
か
遅
れ

る
．
し
か
し
丼
台
係
の
人
々
が
よ
く
■
伝

っ
て
外
台
作
０
も
ス
ム
ー
ズ
に
．

ッ
■
　
の
民
族
楽
＝
の
指
■
ィ
が
こ
の
モ
ス
ク
ワ
公
●
両
日
と
し
つ
き
っ

０
１
●
聞
き

「巨
人
」
を
自
分
ｔ
ｔ
や
０
た
い
と
興
合
気
味
に
語

っ
て
く

れ
た
　
四
つ
の
■
●
■
の
取
材
で
一
木
′
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
対
応
に
せ

い

ま
く
ら
れ
る
．
■
●
篠
ホ
テ
ル
に
て
ツ
■
公
演
の
成
功
と
百
求
を
記

一
て

ｔ
７
′
　

ロ
ン
ア
語
の
，

コ
ー
ク
も
ヽ
び
出
す
ほ
ど
に
な

っ
た
の
に
今
育

モスクフの (巨 人,
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で
最
後
と
は
′

東
ベ
ル
ツ
ン
に
向

っ
て
モ
ス
ク
ワ
　
シ
ェ
レ
ネ

チ
ェ
ボ
空
港
を
出
発
．
末

ベ
ル
リ
ン
か
ら
バ
ス
に
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
　
ア
ム
　
オ
ー
ダ
ー
に
．

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
ア
ム

・
オ
ー
ダ
ー
公
演
　
カ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ツ
プ

・

エ
マ
ヌ
エ
ル
　
バ
ツ
ハ
ホ
ー
ル
　
Ｂ
プ

ロ

オ
ー
デ

ル
川
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
日
境
に
し
た
そ
の
川
辺
に
立

つ
夕
会
を

改
築
し
ホ
ー
ル
に
し
た
と
い
う
．
落
ち

つ
い
た
た
た
す
ま

い
の
中
に
あ
る
．

Ｂ
フ
ロ
も
手
損
れ
て
興
味
深

い
―――
米
．
ア
ン
コ
ー
ル
に
バ
ッ
ハ
の
ロ
ン
ド

他
‥
‥
拍
手
も
熱

い
．
流
石
に
ド
イ
ツ
だ
。

バ
ス
に
て
ラ
イ
プ
チ
ヒ
ヘ
移
動
．
生
■
．

模
か
し
の
よ
家
に
民
っ
た
と
思
う
町
ラ
イ
ア
チ
ヒ
．
到
着
す
る
や
い
な
や

ホ
ー

ル
ベ
．
ツ

ハ
ー
■
ル
に
臨
む
。
久
々
の
顔
顔
　
　
．
一
年
前
の
感
慨

も
新
た
．
夜
中
　
叶
過
ぎ
パ
リ

ヘ
の
先
ス
０
社
が
―――
た
。
叶
地
　
山
村

島
崎
　
無
●
を
祈

っ
て
見
送
る
．

ラ
イ
プ
チ
ヒ

・
ゲ
ヴ
ア
ン
ト

ハ
ウ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
　
「
急
の
曲
」
に

出
演
こ
の
公
ｔ
は
ホ
ー
ル
に
か
か
わ
る
人
々
の

一
■
招
■
公
演
だ
と

い
う
。
そ

う
言
え
ば
拍
手
が
ち
ょ
っ
と
こ
う
感
じ
．

ラ
イ
プ
チ
ヒ
　
ゲ
ヴ
ア
ン
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
ク
ス
ト
ラ
定
期
第

一
夜

「急
の

曲
」
出
演

今
日
か
ら
迎
日
の
定
期
公
演
．
出
し
物
は
他
に
現
代
山
の
バ
イ
オ
ツ
ン
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

ン
ン
フ
ォ
ニ
ー
入
番
．
午
前
中
は
東
ベ

ル
リ
ン

卜^

一
日
）
●
の

「
―
―
―
代
丼
出
に
よ
る
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
」
の
練
習

を
，
ヴ
ァ
ン
ト

バ
ウ
ス
の
小
ホ
ー
ル
に
て
ク
ル
ト
　
マ
ズ
ア
氏
の
奥
様
で

あ
る
擢
■
拮
子
さ
ん
を
ツ
プ
ラ
／
に
グ
ス
ト
と
し
て
迎

え
ツ

パ
ー
サ
ル
．

人
４
の
マ
ズ
ア
氏
も
●

々
練
習
を
の
ぞ
き
に
来
で

「す
ば
ら
し
い
山
だ

な
ん
と
デ
ツ
ケ
ー
ト
な
作
品
だ
」
を
違
充
．
き

っ
と
な
か
な
か
の
パ
ラ
フ

レ
ー
ズ
に
な
０
そ
う
だ
と
思

っ
た
．
早
く
そ
の
日
が
行
た
れ
る
．

同
定
期
第
二
夜
　
「急
の
由
」
に
出
演

三
年
前
か
ら
　
も
う
こ
の
新
デ
ヴ
ァ
ン
ト

＾
ウ
ス
の
名
物
の
よ
う
に
な

「

た

「急
の
山
」
が
終
わ
る
と
衣
装
や
楽
器
を
片
付
け
客
席

べ
．
ベ
ー
ト
ー

一
一
一　
ｔ

一　
´
一　
　
一人

●
　

九

一
■

ウ
ェ
ン
を
聞
き
た
い
と
の
中
し
入
れ
に
席
を
ツ
ザ
ー
プ
し
て
ド
き
る
．

時
の
心
安
め
る
時
を
舒
で

「
さ
あ
／
　
パ
ツ
行
き
の
パ
ッ
キ
ン
′
に
か
か

る

フ
」

ラ
イ
ブ
チ
ヒ
駅
よ
―
汽
車
に
で
パ
ソ

ヘ
移
動

（山
ド
イ
ツ
　
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
経
由
）

＋
刊
パ
リ
人
駅
着
．
先
来
０
組
の
坂
―――
　
叶
地

・
山
村
　
島
崎
が
出
迎
え

る
．
体
を
体
め
る
暇
も
無
く
ホ
ー
ル
ヽ
．
入
念
な
打
ち
合
せ
と
音
合
せ
が

続
く
，
文
化
の
ｔ
進
国
で
い
っ
た
い
ど
の
様
な
評
価
を
受
け
る
の
で
あ
ろ

パ
リ
公
演
第

一
夜
　
サ
ル

・
ガ
ヴ
オ
Ｉ
　
Ｂ
プ

ロ

ホ
ー
ル
は
市
形
の
一
皓
席
を
持
ち
”
台
は
離
壇
型
．
残
響
は
少
な

い
が
音

は
迪
る
．
開
演
午
後
九
時
　
　
■
■
が
正
ま
な
い
　
　
終

っ
て
ホ
ー
ル
の

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら

「
　
週
間
や
０
た
か
っ
た
′
」
「全
仏
で
　
ヶ
月
は
や

―
た
い
」
な
ど
と
う
れ
し
い
言
葉
．
「歌
理
伐
や
能
も
い
い
が
　
ヽ
一う

い
う

も
の
を
も

っ
と
，
く
や
０
た
か
っ
た
」
と
日
本
人
使
館
の
人
々
．

パ
リ
公
演
第
二
夜
―
同
劇
場
に
て
　
Ｂ
プ

ロ

Ｈ
岸
自
動
車
提
供
で
も
あ
り
　
だ
い
ぶ
郷
人
も
見
う
け
ら
れ
る
．
公
満
後

は
両
日
と
も
ホ
ー
ル
に
て
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
る
．
外
の
寒
さ

が
嘘
の
様
な
人

い
き
れ
．
各
々
に
交
流
を
深
”
あ
う
。
第
二
夜
の
演
業
は

我
々
の
持
て
る
力
を
―
　
分
に
発
■
す
る
こ
と
が
で
き

勿^
論
初
日
も
だ

が
）
充
実
感
を
味
わ
う
。
そ
し
て
満
足
感
と
―
　
．

刊
ｔ
時
パ
ツ
末
駅
発
東
ベ
ル
ツ
ン
ヽ
移
動
．

パ
リ
の
み
参
カーー
の
坂
出
他
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
が
見
送

っ
て
く
だ
さ
る
．

途
中
フ
ラ
ン
ス
ロ
■
に
近

い
町
メ
ッ
ツ
に
で
楽
器
が
ド
さ
れ
か
か
０
そ
れ

に
気
付
い
た
黒
収
さ
ん
大
外
勲
．
じ
し
　
そ
の
ま
ま
だ

っ
た
ら
　
翌
日
の

公
演
は
取
り
正
め
に
な

っ
た
か
も
．

東
ベ
ル
リ
ン
公
演
第

一
夜
―
コ
ミ
ツ
シ
ュ
　
オ
パ
Ｉ
　
Ａ
プ

ロ

あ
わ
た
だ
し
か
っ
た
パ
ツ
の
一
日
間
か
ら
東
ド
イ
ツ
ヘ
ト
ン
ボ
返
，
．
ブ

フ́
ン
デ
ン
ブ

ル
ク
門
か
ら
つ
づ
く
ウ
ン
タ
ー
　
デ
ン
　
リ
ン
デ
ン
の
一■
に

位
置
す
る
由
緒
あ
る
ホ
ー
ル
　
擢
■
借
子
さ
ん
を
迎

た
た

「占
代
露
山
に

よ
る
０
フ
フ
レ
ー
ズ
．
」
十
ば
ら
し
い
唯
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
来
年
の
末



一　
　
　
　
一

に
マ
ズ
ア
氏
が
ネ
ロ
の
予
定
　
そ
の
■
に
今
――
の
再
演
を
東
京
で
や
ろ
う

で
は
な
い
か
と
誓

い
会
う
．
Ａ
プ

ロ
も
こ
れ
ぞ
完
ｒ
．

東
ベ
ル
リ
ン
公
演
第
二
夜
―
同
ホ
ー
ル
に
て
　
Ｂ
プ

ロ

こ
の
ホ
ー
ル
は
名
の
姉
く
オ
ベ
ラ
専
用
劇
場
で
丼
台
は
斜
傾
し
て
奥
行
も

あ
０
中
の
よ
飾
も
す
ば
ら
し
い
。
こ
の
力
一
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
白
主
公

演
Ｂ
プ

ロ
最
後
で
あ
，
告
蛛
え
た
。
そ
れ
故
が
特
別
な
好
評
を
得
た
，
■

子
と
ｔ
ぶ
み
と
ブ
ラ
ボ
ー
が
鳴
Ｏ
Ｌ
ま
す
　
そ
れ
に
応

え
る
る
の
ア
ン
コ

ー
ル
時
間
な
ん
と
二
十
ｒ
，
　
こ
の
様
な
こ
と
は
こ
の
ホ
ー
ル
で
な
か
な

か
，

い
こ
と
だ
と
後
に
な

っ
て
聞
い
て
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
．
こ
の
十

一
　

十

二
月
の
公
●
は
ベ
ル
リ
ン
占
楽
茶
の
　
環
と
し
て
，
わ
れ
　
私
ｔ
の
参
加

が
こ
の
行
事
の
■
旨
で
も
あ
る
伝
統
と
現
代
と

い
う
観
点
か
ら
も
こ
の
占

楽
祭
に
ビ

ッ
タ
リ
だ
と
実
行
委
員
の
ベ
ン
ュ
ケ
さ
ん
　
そ
し
て
東
独
側

マ

ネ
，
メ
ン
ト
か
ら
二
年
ｔ
の
来
独
を
要
市
さ
れ
る
。
そ
の
時
け
チ
ャ
ー
タ

ー
機
の
■
き
を
利
用
し
た
Ｌ
と
の
率
も
出
る
．

〓
一　
東
ベ
ル
リ
ン
　
シ
ヤ
ウ
シ
ュ
ピ
ー
ル
ハ
ウ
ス
　
ケ
ヴ

ア
ン
ト

ハ
ウ
ス
オ
ー

ク
ス
ト
ラ
と
の

「急
の
曲
」
公
演

コ
ミ
ッ
ン
ェ
　
オ
パ
ー
か
ら
ほ
ど
近

い
場
所
に
あ
う
　
改
築
か
ら
今
日
が

卜

〓
口
日
の
公
●
だ
と
い
う
．
集
＝
も
こ
れ
が
卜
一
ロ
ロ
の
海
外
公
演

何
と
奇
遇
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ホ
ー
ル
内
■
に
は
名
だ
た
る
世
界
の
作

山
末
の
胸
像
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
．
決
し
て
派
手
で
は
な

い
が
落
き
希

い
た
，
回
気
　
テ
レ
ビ
局
が
録
画
取
り
に
来
る
．
公
置
＾
ｒ
後
同
ホ
ー
ル

に
で
日
本
人
使
も
同
席
し
観
迎

レ
ｔ
，
シ
ョ
ン
．
尚
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト

＾
ウ
ス

オ
ケ
は
　
口
後
に
四
十
日
間
の
ア
メ
ツ
カ
公
面
に
，
く
．　
マ
ズ
ア
氏
は
ア

メ
リ
カ
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
　
一
年
後

「急
の
山
」
を
や
る
提
案
を
す
る

と
い
う
．
実
現
し
て
は
し
い
も
の
だ
。

一
四
　
束
ベ
ル
リ
ン
か
ら
西
ベ
ル
リ
ン
ヘ
　

＾
ン
ブ

ル
グ
を
経
由
し
て
ベ
ル
シ

ン
キ

ベ
移
動

一
■
　

●
ハ
　
九
月
　
卜
一
日
未
―
継
ぎ
地
と
し
て
ヘ
ル
シ
ン
キ
入
０
こ
で
以

来
　
本
々
の
業
は
色
づ
き
　
そ
し
て
多
く
は
落
一栞
し
て
い
た
が
や
は
り
北

の
地
だ
け
あ
０
日
中
で
も
五
皮
前
後
の
気
温
　
夜
は
零
度
で
東
京
な

ら
ば

冬
だ
。
十
五
日
に
初
練
習
　
最
初
と
あ

っ
て
お
互
い
の
息
が
い
ま
　
つ
．

翌
Ｈ
は
ま
す
ま
す
の
出
来
■
０
．　
へ
■
イ
ン
キ
フ
ィ
ル
は
度
々
ネ
ロ
し
て

い
る
様
で
楽
■
控
え
常
の
あ
ら
こ
ち
に
日
本
で
の
ホ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
て

い

る

ｔ
　
ヘ
ル
シ
ン
キ
　
フ
イ
ン
ラ
ン
デ
イ
ア
ホ
ー
ル
　
ヘ
ル
シ
ン
キ
フ
イ
ル
バ

ー
モ
ニ
ー
オ
ー
タ
ス
ト
ラ
定
期

「急
の
曲
」
第

一
夜

ホ
ー
ル
が
位
置
す
る
場
所
は
湖
の
岸
辺
に
あ
り
口
社
の
木
々
が
，
れ
‘
鳥

が
成
れ
る
　
そ
ん
な
美
し
い
環
境
の
中

に
あ
る
．
建
物
も
大
，
す
ば

ら
し

い
。
作
０
は
人
々
が
Ｈ
本
で
よ
く
使
う
ホ
ー
ル
と
同
じ
現
代
的
な
も
の
で

あ
，
　
■
も
な
ん
と
は
な
し
に
馴
染
め
る
●
が
す
る
．
′
，
ァ
ン
ト

ハ
ウ

ス
と
の
よ
演
の
時
は
ヽ
団
は
最
後
部
に
位
置
し
て
演
＾
し
た
が
そ
の
ス
ペ

ー
ス
が
取
れ
す
最

山̈
部
に
ｔ
ッ
ト
す
る
．

一人
　
同
定
期
公
演

「急
の
曲
」
第
二
夜

我
々
の
今
回
の
旅
も
今
日
限
―
　
■
　
，
や
ろ
う
。
今
日
で
四
卜
■
を
迎

え
た
ベ
ル
テ
ィ
　
ベ
ッ
カ
ネ
ン
氏
の
力
強
い
タ
ク
ト
が
振
，
お
ろ
さ
れ
る
．

今
ま
で
聞
こ
え
な
か
っ
た
吉
を
も
創
，
出
し
た
．
邦
欧
の
楽
器
も
ホ
ー
ル

の
ア
ク
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
せ
い
も
あ
り
大
変
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和
し
て

い
た
．
オ
ケ
の
楽
員
達
は
次
々
と

「今
ま
で
力
い
た
現
代
山
で
最
高
に
“

き
だ
」
と
共
々
に
そ
の
感
動
を
言
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
人
見
知
り
を
す
る

の
か
最
初
は
あ
ま
，
話
し
か
け
た
０
は
し
な
か
っ
た
が

「減
奏
し
な
が
，，

■
を
――
た
れ
た
」
と
い
う
気
持
は
は
せ
ギ
　
次
第
に
心
が
溶
け
あ

っ
て
い

っ
た
．
”
Ｈ
は
東
京
だ
　
　
。
近
い
将
来
”
び
こ
の
思
い
を
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
こ
れ
以
上
の
よ
る
こ
び
は
な
い
．

一

一



綺1●●^"`, ^十・
▼
'■

■■

1:llど
'

,,t,`,お ,
十ず4t々 ^^■ま
'計“り年11だ 0な
●ヽで,II`●の

霜獄
〉

こら

`あ

´

瞥 111薇
｀

・●・ 1■ ,,,,

つヽti識,
中弊
fil｀

|・契島 ●■

'I●

麟f需箋為

l塾琶鐘基警笙

一Ⅲ岬日輔「‐

自
工
回
一

一印

f響 「:∫77

1■と諄;
i::澪 ,織

■壼,r'

□□匿□

□日ロロ

プ

ロ
グ

ラ

ム
Ｂ
に

つ
い
て

進
行
よ
に
小
０
た

よ
う
に
　
今
回
は
じ
め
て
創
〓
し
た
Ｂ

フ
ロ
は
　
Ａ
７
口
ｒ
ｔ
ｉ
し
た
０
ま
で
の
工
岡
の
公
漬
，
人

と
は
　
上
責

に
つ
い
て
の
号

た
方
を
■
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的
に
ヽ
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い
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．
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□□□□30ユ

わヨ，
『
〓 ま

ず
由
国
の
上
●
は
　
四
ヶ
所
に
配
し
た
な
と
り
で
全
体

を
，
め
て
‐―――
興
的
な
，
田
気

に
，
び
き
　
ヽ
ィ
の
［
Ｌ
■
を

引
き
出
し
た
，
っ
た
．
セ
■
器
の
場
合
は
　
自
由
な
調
せ
そ

の
も
の
に
山
日
転
換
時
の
，
四
気
づ
く
，
を
求
め
た
　
０
●

は
何
Ｉ
的
〓
多
様
な
要
■
を
示
せ
る
よ
う
配
分
し
た
が
　
●

体

と
し
て
――
本
の
■
器
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ー
を
言
礼
ｔ

”
■
の
ｉ
似
と

い
わ
せ
な
か
一
な
　
ど
の
由
も
な
●
に
切
―

「
め
ら
れ
る
●
■
で
　
占
共
山
に
は
今
日
■
を
ヽ
た
せ
　
■

代
山

に
■
［
在
■
ｔ
伝
洗
の
●
●
を
た
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

に
．̈
ｔ
ｔ
・
■
の

＾
凸
〉
■
本
　
〓
つ
■
の
指
や
ィ
に
座
ミ

を
求
め
た
の
は
　
日
本
的
な
ｉ
人
の
つ
も
，
ｔ
わ

っ
た
し

巨^
人
〉
や

＾
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
　
レ
タ
イ
エ
ム
〉
ｒ
は
　
ｔ
ｉ

ｉ
ｌ，
●
打
楽
＝
朴
ｉ
¨
ね
る
”
式
を
考
〓
し
た
が
　
，
――，‐
の
Ｂ

フ
ロ
前
■
ｔ
は
　
Ｌ
に
白
山
に
な
０
　
●
＾
‘
　
■
■
“
，

ｔ
あ
る
と

と
も
に
　
，
タ
タ
ー
　
踊
，
■
ｔ
す
ら
わ

っ
た
．

自
然
の
流
れ
に
大
れ
ば
中
■
ｔ
析
，
も
す
る

●
＾
イ
ｉ
　
工
＾
中
だ
け
せ
な
く
　
出
入
，
で
す
ら
　
ヴ

ー
ン
ェ
ア

ル
●
面
ｒ
す

い
　
●

に
「
―
の
制
■
を
も

っ
て
パ

ー
フ
ォ
ー
ヽ
シ
ス
に
臨
ま

な
●
〓

ら
な
い
　
そ
の
，
式
は
１‐‐―

も
ｌｌ
本
の
，
ｔ
よ
術
的
　
式
栞
的
な
ス
タ
テ
ィ
ン
ク
な
も
の

に
限
ｉ
さ
れ
な

い
　
珂

た
ば

〈
―――
丼
）
の
前
に
な
ど
　
野
趣

キ
●

■̈
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
■
し
て
も
，，
＾
た
　
ス
タ
ッ
７
は

■
体
の
流
れ
を
会
場
の
ど
こ
か

ら
か
見
う
め
て
い
る
■
ｔ
か

い
な

い
し
　
，
■
の
流
れ
を
正
め
る
　
切
の
配
置
Ｌ
ュ
は
し

な
い
●
す
し
よ
う
に
に
大
し
た
。
そ
れ
で

い
て
古
た
の
ホ
，

シ
ョ
ン
は
■
社
で
あ
る
．
今
ま
で
の
よ
う
に
　
ソ
ロ
が
必
十

，
台
前
面
中
央
で
や
る
わ
け
で
は
な
い
　
■
ん
ど
，
■
時
の

ｉ
ｔ
置
が
そ
の
■
器
の
ソ
ロ
の
場
ｔ
し
て
も
ｒ
剛
さ
れ
　
＝

動
的
な
■
器
は
　
そ
の
■
■
を
■
か
し
■
動
き
な
が
Ｌ
［
山

に
場
を
形
Ｌ
し
た

Ａ
フ
ロ
　
を
し
て

「合
、
―
協
泰
山
工
●
＾
」
に
配
列
さ

れ
た
理
想
的
な
Ｃ
フ
ロ
が
工
●
れ
た
と
き
　
一
一卜
午
´
経
た

，
国
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
テ
ィ
Ｌ
カ
ル
な
タ
イ
７
●
出
揃
う
は
十

ｔ
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
本
一

■―ルにてく急び,曲
''ハ
ー

'ル
|
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［団
員
の
感
想
よ
Ｌ

我
む

（）円一村　拓留男
　出「い̈
錦摯一＝̈

れ̈円臥掟″
・″ｔ口一』̈
一「いな０」「律̈
崚計〔”μい一̈
悧換帥性螂̈

『̈崚

こ
さ
せ
る
に
充
分
■
も
の
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
中

に
は
　
日
本
の
伝
続
占
■
を
知
る
上
‘
必
要
な
要
素
は
　
ほ
と
ん
ど
と
言

っ
て
い
い
は
ど
綱
７
さ
れ
て
お
，
　
，
１１
に
甦
る
日
本
の
伝
統
を

伝

え
　
現
代
の
日
本
の
バ
イ
タ
ツ
テ
ィ
を
，

た
る
■
●
の
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
．
ま
た
　
日
本
の
伝
札
栞
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
す
す
め
て

い
く
Ｌ
●
の
指
ｆ
者
の
う
，
か
た
に
つ
い
て
は
　
■

に
考

た
る
と
こ
ろ
で
す
が
　
今
回
の
“
行
の
中
で
ま
た
　
つ
新
し

い
指
●
ィ
像
を
試
み
た
こ
と
で

今
後
　
豊
か
に
　
多
彩

に
か
つ
栞
し
く
十
栞
創
■
を
展
――‐
し
て
行
け
そ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た

，
国
初
訪
間
の
ソ
辿
　
フ
ラ
ン
ス
を
加

た
　
０
ま
で

に
多
く
の
―■―
々
を
廻
０
　
日
本
の
占
楽
を
■
し
て
大

い
に
規
書
に
等
め
て
ネ
ま
し
た
。
ベ
ル
ツ

ン
の
聴
衆
の
二
十
五
分
間
に
お
よ
ぶ
「
■
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
　
■

々
の
や

っ
て
き
た
仕
事

に
対
す
る
評
価

に
は
Ｆ
ｔ
な
も
の
が
あ
る
と
■
わ
れ
ま

す
。
今
回
の
旅
●
中

に
　
次
の
“
■
の
只
体
的
な
計
画
が
検
討
さ
れ
る
と
い
う
●
■
は
　
お
世
■

だ
け
で
は
な

い
こ
と
を
物
語

う
て
い
る
と
思

い
ま
す
．

こ
れ
は
■
国
に
と

っ
て
大
き
な
町
Ｌ
を
築
き

つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
―
　
今
――‐―
の
メ

ン
バ
ー
が
■
手
を
中
■
に
＝
ま

●
　
■
ら
ブ
首
■
に
成
長
し
　
人
，

を
Ｒ
し
て
来
た
こ
ｔ
ｔ
ｔ
わ
わ
せ
て
亨
び
た
い
と
し

い
ま
十
．　
３
■
鳳
」
―

一
月
　
―
四
口
”
に
団
村
の
報
告
文
ち
，
一

（）キ奮田
　一〓チ
　ツロニ跡珈４̈
「」喘水）̈
”切昴に，帳【載耐ホ融̈
」」デ̈
」腎̈

」゙̈
“″詢「一峰嗽「ｍ̈

置̈詢

も

，
１
年
ヽ
な

「
て

い

っ
た

′急
の
山

・
で
は
　
日
本
で
の
●
奏
を
合
め
る
と
　
四
人
の
指
，
者
に
よ
る
　
急
の
‐―――
´
を
古
奏
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
．
初
め
は
　
指
ｆ
イ
が
変
わ

る
た
び

に
な
ど
お
●
し
て
い
た
の
が
　
最
後
の
嘔
に
は
　
人
分
，
袢
が
出
て
ま
た
よ
う
に
思
う
　
し
か
し
　
同
ビ
山
●
も
指
や
者
に
よ

¨
て
　
そ
し
て

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

ぅ
で
　
こ
ん
な
に
Ｅ
う
も
の
か
と
感
■
さ
せ
，，
れ
た
　
ま
た
　
言
葉
の
地
ど
な

い
‘
同
Ｌ
●
同
じ
丼
台
Ｌ
の
，
　
同
じ
山
を

一
絲

に
演
＾
で

き
た
こ
の
感
渋
は
　
，
ま
で

に
味
わ

っ
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ

っ
た
よ
う

に
思
う

也

々
な
意
味
で
　
収
種
の
多
い
●
秦
“
け
だ

っ
た

（
）
一
屁
口
円
　
革
命
賀

子
ツ
　

‐
¨
“
”
¨

・ィ
ル
嗅
峰
一
”
『
一
ユ
一
“
五
ｒ

，
，
一
」
「
一
¨
一
一
‐ ‐

フレヶ
一
月
¨
４
師
」
」
″
い
つ
」
蛎
夢
け
“
一

ｔ
　
一
，
で
も
業
国
が
と
で
も
モ
テ
た
こ
と
な
ど
　
欺
々
の
思

い
出
を
的
に

一
ヶ
月
の
旅
を
，
事
に
終

た
婦
日
し
ま
し
た
。
　
　
　
人
，
国
の
“
の
ス
ケ

′

ュ
ー
ル
は
　
過
去
私
が
，
加
し
た
浙
外
公
工
の
内
で
最
も
来
ｒ
ｔ
実
し
た
も
の
ｒ
し
た
　
　
　
　
が
　
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
グ
間
を
訪
れ
た
，
　
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
　
ベ
ル
リ
ン
の
人
画
の
日
■
を

バ
ス
や
■
，
ｔ
地
過
す
る
Ｌ
　
ヽ

々
な
話
が
胸
某

に
，
か
０
ま
し
た
。
白
山
口
に
■
ま
れ
，

っ
た
■
は

，自
由
・
を
・■
ヽ
白
■

に
　
ス
Ｌ
に
は
ヽ
れ
て
宣
口
を
過
ご
し
て
い
ま
す
．
し
か

・●
か
の
た
め
　
証
■
の
た
め
に
　
■
ま
れ
な
が

っ
に
し
て
制
約
の
中

で

一
ｔ
を
Ｌ
る
人

々
が
世
の
中
に
は
沢
山
い
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
■

に
は
ど
う
十
る
こ
と
も
で
き
な

い
門
題
サ
”
で
す
０
　
今
回
の
■
年
で
は
胸
の

お
サ
■

い
■
・す
る
こ
と
，
ｔ
度
が
あ
０
ま
し
た

Ｏ
竹
井
誠
　
塩
韓
一ｔ仲珈」（に麟
「脚
”̈
■
」れ一̈満イ
〓
」静
な精
型
」「］̈
、い“″最卜
「マ
岨

想
が
，

つ
っ
と
変
わ

´
た
の
も
卒
し
か

っ
た

こ
と
の

一
つ
で
す
．

ま
た
　
二
―
人
の
メ

´
バ
ー
と
「

一
ヶ
「
行
動
を
■

に
し
た
こ
ｔ
ｔ
　
お
″

い
に
い
る
ん
な
画
を
知
る
こ
と
が
，
き
た
の
も
収
性
だ
と
思

ぅ
て

い
ま

＋
・
．（）半二出一　治仔ヱＪ　あ一枷「串罐跡一に聞摯けい一〔Ｆ叶］＝な『い̈
理性″静」崚， い轟耐一［町̈
一

子
が
な
―，
や
ま
す
　
し
ば
ら
く
興
奮

の
渦
の
中

に
押

し
流

さ
れ
た

業
国
と

い
う

一
つ
の
■
の
中

に
存
在
し
て
　
私
ｔ
は
■
を
■
し
て
そ
の
人
生
を
語

一
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
し
　
■

〓
方
　
方
向
■

＝
日
の
ス
の
●
●
会
で

二
―
■
，
門
ぐ

も
い
ｌｒｌ

７
ッ
ツ
の
奇
跡
］

米
ブ

回
野
球

の
話
で
は
な
い
．
こ
こ

は
フ
ラ
ン
ス
東
部
　
バ
リ
ー
ー
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
間
の
国
際
列
車
が
機
関
車
を

入
れ
替
え
る
仏
独
国
境
に
あ
と
四
十
゛

の
停
草
駅
メ
ッ
ツ
　
フ
ラ
ン
ス
国
鉄
に

三
十
万
円
支
払

っ
て
特
別
増
結
し
て
も

ら

つ
●
彙
華
な
貨
宮
車
の
コ
ン
バ
ー
ト

メ
ン
ト
で
　
東
一，
メ
ッ
ツ
な
ら
ぬ
ニ
ッ

ボ
ニ
ア
の
回
員
た
ち
は
熟
睡
し
て
い
た

， 型
，
十
月
九
日
は
誰
し
も
睡
眠
不
足

で
あ

つ
た
，
何
し
ろ
九
時
間
演
の
バ
リ

公
撹
の
成
功
で
　

一
時
頃
ま
で
か
か

っ

た
バ
ー
テ
ィ
ー
は
　
パ
リ
の
人
々
ま
で

か
　
と
回
員
た
ち
か
と
ま
ど

つ
う
れ
し

い
サ
イ
ン
攻
め
　
英
雄
た
ち
は
ホ
テ
ル

近
く
の
日
本
料
理
店

＾
み
き
〉
で
　
曰

産
の
吉
田
さ
ん
　
電
通
Ｙ
Ｒ
の
宮
崎
さ

ん
た
ち
を
■
え
　
満
ち
足
り
た
二
次
会
．

勿
論
　
三
次
会
で
徹
衣
組
も
い
た
．

フ
ラ
ン
ス
の
汽
車
は
ま
こ
と
に
静
か

で
眠
る
に
は
，
適
で
あ
る
、
行
先
は
絡

着
駅
　
多
い
人
で
百
数
十
回
の
海
外
公

●
に
旅
慣
れ
た
英
雄
た
ち
は
高
い
び
き

も
当
然
で
は
な
い
か

か
　

一
人
詢
騒
ぎ
を
覚
え
た
者
が

い

た
　
呈
坂
昇

　
ヽ
と
目
が
党
め
て
廊
下

に
出
た
彼
は
　
楽
器
係
の
責
任
感
か
ら

右
側
の
貨
物
室
に
，
線
が
行
く
，
お
か

し
い
′
　

一一人
の
ホ
ー
タ
ー
が
楽
器
を

運
び
出
し
て
い
る
　
も
う
フ
ラ
ン
ク
フ



!

と

い
つ
た
も
の
は
　
多
く
の
人
の
■
ま
―，
で
あ
れ
ば
あ
る
■
　
む
Ｉ

か
し

ぃ
こ
ｔ
で
ぁ
る
　

こ
れ
ま
で

の
，
外
公
●

０
帆
功

に
あ
ら
た
め
て
感
ょ
し
な

が

ら
　
こ
れ
か
ら
の
業
口
を
思

い
　
口
■
　
人
　
人
の
胸
の
中

に
は
　
，
＝
な
思

い
が
ょ
ぎ

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か

一̈」̈」̈一一̈砕『″一ｍ̈̈
一̈̈̈
一̈̈
一̈̈̈
一̈̈
¨̈“一一̈一一̈一一一一コ一̈̈
一̈̈
“̈一̈̈
¨̈一

ケ
シ

ュ
ー
ル
　
●
遇
と
も
　
量
一０
で
あ

ぅ
た

ｔ
■
い
ま
十
．

（Ｏ
ロロ里̈
　一一則
　こ」刹卸〓「」「̈
″̈̈
［一螂一ｔ魏い」州一け取嗽かを（嘲］ｎ』『『引‘は」刹一̈
鳳̈
腱枷］嬌
¨

される日本的なキ■ラクターに■●，せて―●た
ｏいうこと〓人を■収穫‘^
た́

相）
‐‐‐一コ　圭今子
　山）̈
”榊」一喘則豫“離一〓”』ｍ一」̈
．̈
．ベルリン●■́
″の
Ｌ^人〉をや「た時の”です
　〈なの

］
の
旅
●
●
●
晟
●
の
出
■
だ

「
た
の
ｔ
す
　
量
後
の
ド
ラ
の
余
損
ｒ
＝

ぇ

」崚″動，
・ｔウ〕置［「“］一「
』赫【型̈
“一̈
一̈
猜琳『」翻̈

」̈日”柵一一一一一に一
ｒ̈̈
た（̈
剛［「」」咄い御̈

つ
て
し
ま
い
多
うヽ
な
く
ら

い
で
し
た
．

）^士口対「　十二雲
　
い一『一一一̈
¨̈
」剌一た．，刹̈
前̈
亘̈
一峰一̈

一̈年̈
」い彙一牡つに」い
一』悧”在『麒コ製一質

」̈一］
【̈
”一一」「「̈
ｒ一「か̈
「【」」「
に」田̈
「は幅̈

一̈壮崚【́
″̈
むか一「」̈
ｒ
」［印̈
「コ‐，し，枷
一昴ポ

″一‐‐′〓ｒ一』轟「ュ州Ｍ、は̈
」鰤制“ィ̈
れ三」，一フイアツ
　
「．人」のあとのアンコー
ルけ　―ｌｉ分問も続
いて入
を々び

フ
イ
ッ
ヒ
　
ベ
ル
ン
ン
キ
で
の

．ｔ
の
山
」
の
よ
濤
●
ど
　
　
　
様
々
■
■

ぃ剌」燕一巨輸”諄「“帳」】」置一・た吉楽が　どこの国の人難」』卍̈
詢』晰嗜“一菫酔一一̈
岬̈麻̈
“̈
一̈
μ
‐う事一「
た

て
ド
さ

っ
た
今
回
の
訪
問
国
の
お
‘
社
た
ち
　
そ
れ
は
未
ス

に
向
け
て
の
一

ｒ

●

こ

‥

一
　

二
―
　

　

　

―

二

つ

の

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

ー

　

ツ

〈
‐‐
　

ツ
プ
ー
¨
終
了
し
今
想
う
１
　
，
ぐ
に
し
た
　

つ
の
中
象
■
あ
る
．

〇
米

澤澤

浩

　

¨
ｔ
一̈
庁

”
れ

の
演
一
〓

¨
』
・
■
た
０
」
柱

応

ι
し
ξ
日ヽ
■
由
の
■
“
公
●
　
ベ
ル
リ
ン
の
コ
ミ
ッ
ン

エ
　

オ
パ
ー ′
で
の
「
■
な
ど
は
　
自
■
●
絆

．
て
し
ま
う
の
Ｌ
ｔ
分
で
ぁ

ぅ
た
．
′
ヴ
ァ
ン
ト

ハ
ゥ
ス
ホ
ー
ル
の
――‐
■
は
　
ま
る
●
人
た
ま
‘
ゆ

ぅ
く

０
と
ヽ
か
満
ち
て
ゅ
く
ょ
う

に
ホ
ー

ル
を
満
た
し
　
ベ
ル
リ
ン
で
は
■
衆
の
０
み
■

っ
す
足
■
が
地
鳴
―
の
よ
う
に
辿
０
　
■

■
か
ら
自
分
が
押
し
Ｌ

‐．̈

』̈」い」̈
一一」た自
分は　感動を共●したと
いっ感薇
」「
′・たが̈
一一はｍｍ一一一鳩「けに”̈
仲］」は一諄”ｒ融』

し
た
と

い
う
確
信

に
ェ

ぃ
も
の
を
感
ビ
た
。
ソ
ヴ
ィ
ェ
ト
　
パ
ソ
　
そ
し
ィ

を
ま
の
あ
た
０
に
し
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
‐
　
‐

で
　
，

ヽ
　

１
１
，
す
一
　

１
，

■
●
イ
う
ｋ

し
か
し
　
そ
の
嗅
‘
を
冷
や
し
て
し
ま
う

ョ
ー
ロ
ッ
パ
ー
●
●
し
た
。
日
境
で
あ
る
．
私
の
過
去
の
た
，
が
，
て
西
側
だ
け
ｔ
　
そ
の
イ
在
を
あ
ま

‐

　

　

！

ι

‥

―

‥

―

‥

‐

…

・

″

共

ｔ

カ

ー
、　
　
´
ｋ

，

１

ィ

ー
，

ｒ

，

―

，
ｔ
載
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
だ
け
に
強
烈
な
印
彙
‘
あ
っ
た
．
Ｈ
分
自
身
餃
，
を
「
ち
■
　
ズ
　
ロ
境
を
実
感
し
に
く
い
国
に
■
っ
た
た
い
か
　
鉄

―

―

　

，
　

，

―

‥

‘

　

　

―

　

　

，
　

　

　

　

一
　

，
　

　

●

●

　

ヽ
　

，
，

，

一
■

年
十

＾

，
た
書
ｔ
ｉ
‥
ｌ
ｉ
，
′
　
・
′
‐
【
］
「
一
一
¨
″
一
白
に
に
　
に
い精
神
的
■
■
的
征
悪
感
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
　
そ
の
″
在
は

人
綱
と
，
■
が
監
れ
を
続
け
る
国
境
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

　

・
‐‥

　

　

‥
ｋ

，
つ
〓
・

人

を

と

が

め

，

て

，

把

す

る
た

め

だ

け

に
あ

―，
　

融

合

ゃ

共

″

な

ど

は

否

ｔ

し

て

し
ま

う

冷

た

さ
だ

け

，

そ

こ

に
は

あ

っ
た
．

想

え

ば

　

我

々

に
冷

た

い
監

な

の
■

線

を

向

け

た

人

同

Ｔ

型
ｉ

ｔ

　

■

々

に
■
¨
い
抽

手

を

Ｌ

っ
て

く

れ

た

聴

衆

は

　

同

じ
国

の

人

間

と

し

て
そ

れ

■

ユ
わ
な

い
は
す
で
ぁ
る

人
間
と
は
感
動
を
共
有
す
る

一
方
で
　
冷
た
く
，
絶
も
で
き
る
の
で
あ
る
う
，
　
こ
れ
は
け
ｉ
せ
ざ
ろ
を
得
な

い
〓
律
背
反
な
の
だ
ろ
う
か

ル
ト
に
着
い
た
の
か
，
　
い
ゃ
一遅
っ

驚

い
た
黒
板
は

「
二
木
さ
―
ん
」
と
曰

じ
コ
／
ハ
ー
ト
メ
ン
ト
に
居
た
フ
ロ
デ

ユ
ー
サ
ー
を
呼
ふ
．
瞬
間
的
に
事
故
を

感
し
た
三
本
が
駆
け
つ
け
る
　
見
れ
ば

二
十
徊
近
い
楽
器
ヶ
ｌ
ス
の
三
分
の
二

は
外
に
運
０
出
さ
れ
て
い
る
―
駄
目
だ

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＾
違
■
の
た
」

と
　
ホ
ー
タ
ー
を
指
揮
し
て
い
る
●
掌

に
説
明
す
る
　
数
人
の
国
員
も
急
を
知

つ
て
集
ま
り
　
福
田
が
保
管
し
て
ぃ
る

書
類
を
見
せ
て

一
件
丼
着
．
ポ
ー
タ
ー

た
ち
は
う
ん
ざ
り
し
た
表
情
で
十
数
徊

の
ケ
ー
ス
を
荷
物
宝
に
運
び
込
み
　
汽

車
は
出
発

荷
物
を
調
べ
て
驚
ろ
い
た
　
荷
札
は

ハ
リ
東
駅
行
き
に
な

っ
て
い
る
は
な
い

か
　
四
曰
一則
　
ラ
イ
フ
チ
ッ
ヒ
か
ら
バ

リ
入
り
し
た
時
の
も
の
が
そ

っ
く
り
残

つ
て
い
た
の
だ
。
と
の
旅
＾，
で
も
飛
行

機
移
動
の
あ
と
　
責
任
者
が

口
う
る
さ

く
前
の
荷
札
を
は
，
す
よ
う
に
指
示
し

て
い
た
し
　
よ
く
気
の
付
く
団
員
た
ち

は
白
発
的
に
や

っ
て
い
た
の
に
　
汽
車

と
い
う
こ
と
と
　
ｔ

の
バ
リ
に
全
員
浮

か
さ
れ
て
し
ま

っ
て
ぃ
た
と
し
か
い
い

よ
う
か
な
か
っ
た
　
駅
ま
で
の
輸
送
と

手
続
き
を
担
当
し
た
バ
リ
の
業
者
も
手

抜
き
だ
し
　

一
車
輛
を
売

っ
た
フ
ラ
ン

ス
国
鉄
側
た

っ
て
新
し
い
荷
札
く
ら
い

つ
け
て
も
い
ぃ
で
は
な
い
か
．
そ
ん
な

思
い
を
さ
ま
ざ
ま
に
胸
に
去
来
さ
せ
な



［海
外
公
演
プ
ロ
・゙互

―
ス
を
振
り
返
っ
て
］
Ｑ
一禾

稔

今
‐―，―
の
前
外
公
●
で
は
　
過
去
の
■
―ｌｌｉ
の
も
の
ｔ
ｉ
ふ
確
か
な
リ
ア
ク

ン
コ
ン
を
■
た
．
こ
の
こ
と
を

い
か
に
日
本
に
報
告
す
べ
き
，
　
企
画
製
作
者
●
あ
る
■
は
逃
い
に
■

一
た
．
旅
行
”
‘
り
曖
に
は
，
密

な
●
文
″
Ｈ
■
し
　
，
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
に
ｔ
ｔ
す
る
‐―‐
ｉ
ま
●
し
た
．
今
―，‐―
の
助
Ｌ
ィ
■
あ
る
国
際
交
流

■
●
や
　
●

々
助
成
を
●

い
た
文
化
“
か
ら
の
，
は
　
い
わ
，
国
民
か

っ
の
，
助
ｒ
ら
，
　
公
ェ
の
■
果

を
公
に
伝
達
す
る
こ
と
は
‐――
民
た
る
●
た
ち
の
κ
あ
と
も
う

た
て
き
た
．
ま
た
　
他
に
類
中
の
な

い
――
本

計
楽
彙
＝
の
海
外
公
●
は
　
自
分
た
ち
が
成
果
を
伝
た
る
し
，
Ｉ
よ
り
な
い
の
ち
■
■
で
あ

一
た
　
■
地

け
批
評
を
記
し
て
伝
え
る
方
法
，
あ
る
が
　
■
国
ま
●
に
■
め
■
な
，
っ
た
し
　
■
■
●
■
態
は
　
時
に

コ
ン
サ
ー
ト
の
■
含
と
う
ら
は
ら
で
あ
ｔ，
　
聴
来
や
　
Ｌ
水
を
ふ
め
る
フ
ロ
モ
ー
タ
ー
の
感
触
ｔ
う
ま
―

に
も
次

■
を
，
Ｌ
す
る
こ
と
が
多
か
う
卜
■

こ
う
し
て
＋
”

に
聴
ネ
を
増
し
　
碓

，
■
千
応
え
を
，
ｔ
し
て
い
く
中
●
　
こ
の
共
団
デ
ーー１
４
の
人
気

イ
の

一
つ
に
な
０
「
つ
あ
る
Ｆ
信
を
参
――‐
＝
Ｌ
た
ち
は
＋
し

「
か
ｌ
ｔ
ｉ
Ｌ
て
い
・
う́
．
私
個
人
が

「
”

＝
■
な
ど
ｉ
味
を
Ｌ
こ
■

い
　
Ｍ
Ｌ
た
ち
の
声
■
一伝
え

烈
‘
な

ｏ
■
一
　

　

み
うヽ
‘

ん
で
　
■
は
，ｌｌ
ｉ
の

原
稿
を
■
で
た
　

姉^
国
●
　
″
口
＝
聞

ｊ
ｌ
要
市
を
，
●
　
Ｌ
稿
を
＾

っ
た
め
て
■

●
た
．
卜
　
Ｈ
■
ロ

■
夕
円
を
，
■
さ
●
た
い
０

日
誌
〓
帖
■
ｔ
　
十
■
に
Ｌ
Ｉ１１
に
仏
＝
し
て
い
た
が
　
さ
ｔ，
――
耐
日
の
代
中
ｔ
　
●
加
者
企
員
，
１

・，

一り
ぜ
つ
の
ぅ
た
　
し
，
ｔ
人
念
な
が
，，
　
Ｉ
く
こ
と
――
は
れ
な
い
に

ｔ，
●
員
ケ
』

そ
″
感
動
を
■
く
伝

た
る
文
¨
〓
■
る
こ
と
は
■
し
い
　
●
く
原
稿
を
，
せ
な
，
一
た
＾
ｒ
た
ち
も
　
＾
演
旅
行
中
ι
　
山
■

の
●
＾
と
正
崚
な
感
動
を
■
明
―
て
い
た
　
ス
タ
ッ
フ
●
■
し
，
い
■
い
こ
の
旅
の
ｔ
中
　
漱
人
で
本
＝

Ｏ
Ｌ
を
構
成
ｔ
　
ｔ
ｌｌ
の
■
ャ
を
テ
キ
バ
キ
こ
■
■
十
る
カ
ー
ー
派
な
―
の
だ

っ
た
　
■

ち
が
●
＾
イ
■

●
あ

り
　
■
日
は
●
′
■
を
参
“
す
●
●
お
ま
，，
■
な
■
≡

Ｌ
虫
ｔ
●
ろ
う
　
Ｌ
　
他
の
文
化
活
■
の
ラ

，
カ
ル
な
団
体
の
的
に
比
べ
　
′て
の
わ
た
，
の
不
徹
に
，
■
■
に
わ
た
る
こ
の
ｔ
■
●
ウ
ー
ー
タ
ホ
イ
ン

ト
に
な

っ
で
き
た
．
国
内
で
ｔ
，
な
聴
々
を
■
つ
わ
け
，
な
く
　
ま
し
て
近
年
の
よ
う
な
■
罰
Ｌ
■
●
―――

ヶ

た
ら
れ
た
場
●
技
術
を
発
揮
十
る
だ
け
ｔ
な
く
　
た
「
の
人
た
ち
を
あ

ら
い
る
方
法
で
引
き
べ
れ
る
●

動
的
●
＾
家
年
同
に
市

っ
て
，
し
い

き
て
　
　
ｔ
し
●
■
け
”
　
次
海
外
会
●
■
ネ
　
ほ
ぼ
　
午
Ｌ

一
――，―
の
ベ
ー
ス
ｔ
肛
躊
に
燎
ｔ
　
，
―‐‐―

‘
■
一
次
　
　
六
―
公
●
代
０
と
な

っ
た

叶
■
の
ヶ
ヴ
ャ
ン
ト

ハ
ウ
ス
■
弘
■
団
――
卜
●
●
初
Ｈ
●
■
ボ
■
の

＾
急
●
――――
〉
が

不
足
と
ヽ
■
の
成
れ
，
川
■
に
＋
く
Ｌ
●
Ｌ
“

「
た
こ
と
が
私
に
は
塙
恨
■
で
あ

一
た
．

公
●
は
　
■
　
，
ヽ
い
，
漱
ｔ
　
当
初
の
資
金
■
＝
　
そ
し
て
‘
す
し
も
，
訓
で
は
な
い
団
内 ● オ
の |ケ
■ 1仙
ri矢 の
力1 1, |●

● クヽ「市

が
ら
　
Ｉ
　
六
人
の
コ
員
た
ち
は
頑
丈

に
Ｌ
り
つ
け

つ
れ
た
東
独
の
両
札
を
は

か
す
の
た

っ
た

た
ヽ
ん
　
黒
板
に

一
障
の
ひ
ら
め
き

か
〓

ら
な
か

っ
た

つ
　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
１１
到
着
し
た
ュ

々
は
　
何
故
業
器
が

着
か
な

い
の
か
理
解
出
来
な
か

っ
た
で

あ
ろ
う
　
五
時
に
増
さ
　
東
デ
前
の
朝

食
　
六
時
●
う
か
の
■
草
　
と
頭
を
め

ぐ
ら
せ
　
荷
物
は
た
し
か
隋
り
の
一何
物

宣
に
入
れ
た
と
想

い
出
す
か
　
車
中

の

卜
よ

い
軋
ア

の
間
に
天
口
に
消
え
た
栞

器
の
〓
を
，
き
は
ぐ
す
こ
と
は
■
に
も

出
来
な
い
　
次
の
日
の
ベ
ル
リ

ン
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
　
ほ
〓
確
実
に
不
可
能
で

あ

っ
た
ろ
う
　
そ
し
て
　
あ
の
コ
ミ
ッ

‘
一
　

オ
ハ
ー
で
の
海
嗚
り
の
よ
う
な

■
■

の
■
・，
に
出
会
う
こ
と
も
出
来
な

か

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
　
，
論

“

の
■
備
は
手
な
り
な
く
　
何
童
の
安

全
策
―，
構
し
て
い
た
　
栞
換
え
の
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
駅
頭
に
は
　
郵
嗚
“
空
を

通
し
て
ｎ
し
て
も
ら

っ
た
英
語
●

し
や

べ
る
■
人

の
ガ
イ
ト
が
　
い
●
と
い
う

時
の
た
め
に
■

っ
て
い
た
　
し
か
し

最
も
Ｆ
く
原
国
を

つ
き
と
め

ら
れ
た
と

し
て
も
　
あ
の
丼
能
子
的
な
フ
ラ
ン
ス

回
ま
に
〓
革
を
Ｐ
意
き
ｔ
　
西
■
を
通

退
し
て
　
あ

の
過
間
の
難
し
い
東

ベ
ル

リ
ン
に
ｔ
百
十
日
の
ヽ
器
を
三
ら
せ
る

に
は
　
　
，
十
万
円
の
臨
時
山
資
に
よ

る
■
字
を
と
う
処
理
す
る
，
　
　
Ｉ
聞

Ⅲに出発前 |=合
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に
■
く
重
く
の
し
か
か
＾
て
い
た
　
Ｌ
功
の
で
信
を
秘
か
に
持
て
た
の
ほ
　
パ
ソ
や
ツ
■
が
“
定
し
　
〓

た
つ
０
け
て
い
た
Ｂ
′
口
つ
置
■
，
―――
米
た
八
月
じ
■
ば
過
ぎ
だ

っ
た
ろ
う

，
．
今
機
の
た
め
に
あ
た
て

い
う
が
　
海
外
■
●
，
■
否
〓
　
出
ｔ
ま
で
に
九
二
●
，
■
ま
る
０
の
■
の
だ
．

ゲ
ヴ
ャ
ン
ヽ

ハ
ウ
ス

‘
つ
四
国
　
ベ
ル
シ
ン
キ
　
フ
ィ
ル
と
の
　
国
の
Ｌ
●
　
そ
し
て
そ
¨
た
０
の
■

書
な
り

＾
―
一
●
を
一■
し
て
　
人
部
分
の
＝
員
の
中
に

＾
急
の
山
〉
を
“
＾
し
て
い
く
４
し
さ
，
湧
き
出

し
　
十
ヶ
●
１、
た
■

こ
の
円
　
そ
し
て
■
日
”
聴
衆
ｔ
の
間
に
占
楽
１１
つ
常
ル
の
よ
う
な
も
り
，
流

凛
崎

わ
た
■
を
■
■
　
●
■
の
“

い
は
つ
０
な
わ
れ
　
こ
の
山
で
の
■
の
責
任
す
●
う
さ
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
．

そ

れ
二
■
る
日
Ｈ
つ
■
Ｌ
●
■
折
揮
　
新
■
Ｈ
響
と
の
公
●
で
も
既
に
感
じ
は
じ
つ
て
い
た
こ
ｔ
ｔ

●
た
，

夕
■
―
　
マ
ス
ア
指
や
の
ケ

‐，
ァ
ン
ト

ハ
ウ
ス
と
の
脇
●
は
既
に
ト
ロ
と
な
０
　
マ
ズ
ア
氏
ユ
及
年
ｔ
ア

ｋ
・
す
●
，
■
百
の
―――
会

い
″
計
画
中
で
あ
る
　
初
顔
合
せ
の
ベ
ル
テ
′
　

へ
）
力
不
ン
氏
や
ヘ
ル
シ

ン

３
　

７
　

ル
‘ヽ
　
■
ｉ
，
き
な
■
代
山
と
し
て
■
演
の
社
会
を
希
望
し
て
く
●
て
い
る
．

Ｌ
「
け
■
否
■
に
，
い
て
は
　
ま
す
　
わ
れ
わ
れ
¨
こ
―
″
・き
ち
ん
ｔ
掴
た
で

い
■
か
＾
た
ソ
ｔ
ｔ

■
●
〓
■
を
ヽ
し
　
”

「
に
■
ス
の
，
演
の
川
■
を
大
き
く
，
た
せ
　
政
治
■

に
，
″
´
て
　
き
さ
や
か

ヽ
■
■
の
使

い
に
な
れ
る
こ
と
を
ｒ
卍
ｔ

き
た
　
決
に
　
哄
功
，
ｔ
し
い
ｔ
ｔ
，
ま
の
バ
リ
で
あ
れ
■
の

●
■
を
三
　
そ

し
て
　
＾
―
を
対
象
に
′
た
出
し
た
Ｂ
フ
ロ
の
■
Ｌ
ｒ
で
あ

っ
た
ベ
ル
ソ
ン
丼
　
″
で

■
●

〓
■
●
だ
し

一
た
ら
の
聴
衆
の
爆
発
を
■
感
し
　
■
た
ち
，
　
卜
■
――１１
か
け
で
ま
た
こ
の
■
団
ｔ

・
　
〓
．　
）
Ｉ
〓
Ｔ
グ
〔
■
●
相
０
い
一
―
う
一
一
ヽ

，
■
　
　
　
‥
■
ら
■
ベ
ス
ト
を
壼
し
て
し
た
　
し
―
ク
■
”

「
た
七
八
年
三
確
定
し
た
Ａ
フ
ロ
は
今

一
〓
　
ｌ
・　
　
一
■

一　
ら
，
‐―‥‐ｔ
●
の
コ
ミ
ッ
シ
ュ
　
■
バ
ー
の
■
―，
ま
〓
　
′あ
る
は
す
だ
・
と

●

ヽ
■
■

　

一・

〕^
■

′，
　・
¨
』一̈
　　　ヽ
´

サ

ー

●

口

・■

――

■

〓

く

れ

た
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●

‘
フ

ビ

テ

_ ~    1 _ri`、  l ll t も
:= ■  ` こ ml■ Jそ~‐   | ‐ こ 要 |の

`員
●

`´
   1 ■ ユitを 想 た た ま
| ==   i   = : じ 1( t ち ち 〕Ⅲ

`    =   _), 
う 。 力) ・   `虫

= 
‐ : な が ・ 戻  今 ■

`ヽ_‐ =´   t捉 勿 せ に 力 tl l●

= :   k F 111 1命 る tら し
'つ| ■ = :し   本 し   と う こ 千
't il]ヽ ■ =■  民 て こ 信 た そ FI●

11=IJお 誉 遭 [・ ″ 1継

= 
‐
:      i  t     ll  「  lll き     'I f′  `,
_‐ J′ ｀で  な の の た  の な
ま

'ス
|■  ●,ぃ |ヽ

・  人 t,
■ t■ ユ,■  tく し、二  気 ●)が.=)tt間  ・ っ な「  ■ =m:

休■時胃■■
'1.こ
う|: ケウァントハウヌ楽員食■ さて[ `れから開 する きヽ|

二つの,「夫零帯のたい0,ヽ薔由

ど
こ
の
ヽ
間
に
　
計
か
一，
く
，
　
　
次

の
日
し
か
予
定
の
な
い
マ
ズ

ア
夫
人
の

Ｌ
「
は
？
　
　

と
難
問
は
，
出
し
た
千

あ
ろ
ヽ
　

紅

ｔ
に
「
書
一し
た
カ
ル
ネ
と

い
う
●
，
通
間

ン
ス
テ
ム
は
東
側
に
は

過
用
し
な

い
の
だ
　
東
西
間
の
電
話
も

か
か
り
に
く
ｔ、
　

か
か

つ
て
も
英
語
が

過
し
な

い
吉
し
み
を
い
や
と
い
う
ほ
ど

短

＾́
て
い
る

＋
Ｆ
＋
曰
十
三
ヽ
過
ぎ
　
丸
章
は
無

事
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
着
く
　
殆
ん
ど

の
国
員
た
ち
は
　
何
，
も
知
ら
す
●
足

り
て
フ
ラ

ツ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
立

つ

そ
れ
そ
れ
，
年
に
も
且
る
〓
備
と
　
数

数

の
メ
リ
ツ
の
奇
蹟

に
既
け
ら
れ

　

一

九
ｔ

二
年
以
来
　
日
本
音
楽
集
日

の
十

三
日
に
わ
た
る
●
外
公
”
は
無
事
に
ｒ

つ
た
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